
がん患者大集会はこれまで「変えよう日本のがん医療、手をつなごう患者と家族たち」をメイン

テーマに掲げ、第１回（大阪市）、第２回（東京都）を開催しました。 

２００７年はがん対策基本法が施行された記念すべき年です。そして、どこに住んでいても誰で

あっても最善・最適の治療を受けられるようにしていくために、国や地域のレベルでがん医療を

変革していく大事な出発の年です。 

今回は特に、緩和ケア、がん患者と家族の心のケアを主要課題として、患者・体験者・家族と

医療・介護・福祉に携わる方 と々、ボランティア、さらにがん医療に関心のある方々に広く参加

を呼びかけました。講演、シンポジウムを通して、共に考え、話し合い、そして共感し、連帯し、

よりよいがん医療へ変革していく大きなエネルギーを生み出したいと思っています。 

昭和４７年呉共済病院看護専門学校卒。昭和６３年乳癌にて左乳房切断術施行。平成２年乳癌の肝臓転移にて岡山大学にて化学
療法及び免疫療法で７ヶ月入院加療。平成３年奇跡的に回復し、１０月職場復帰す。平成１１年中島みち著「奇跡のごとく」（文芸春秋
出版）の取材を受け闘病記が紹介される。平成１２年第５回広島県ナイチンゲール賞受賞。平成１２年脳下垂体に転移しガンマーナイフ
治療。平成１４年肝臓癌再発し、ラジオ波及び化学療法治療。平成１４年化学療法による副作用にて心臓停止し、ペースメーカー装着。
看護協会より厚生労働賞受賞。平成１７年肝臓癌再再発し、ラジオ波にて治療。平成１７年「がん奇跡のごとく」単行本出版。カナダ講
演。平成１８年ビートたけしの「アンビリーバボー」の取材を受ける、７月より地域連携室勤務。平成１８年左上肢リンパ浮腫治療（バイパ
ス術）（世羅中央病院にて）、国際ソロプチミストより女性賞受賞。肝臓に再々再発し、岡山大学にてラジオ波治療。平成１９年３月肝臓
に再発し治療（動注治療）、４月より在宅医療指導管理室勤務。 

荒 金 幸 子 氏 　呉共済病院 在宅医療指導管理室 アドバイザー／乳がん患者　 

２０００年、妻が子宮がんで死去。妻が痛みで苦しんだ日々への思いから、２００２年岩手にホスピス設置を願う会設立。 
２００４年 岩手県議会に提出した「岩手県での緩和ケア等の医療の充実と施設整備の催促を求める請願」が全会一致で可決 
２００５年 岩手の緩和ケアハンドブック平成１７年度版編集発行 
緩和ケア病棟の設置、精神的ケアの充実を願う。 
 

川守田 裕 司 氏 　岩手にホスピス設置を願う会  代表 

オフィスいつみ代表取締役社長。 
エッセイスト、インタビュアー、コメンテーターとして活躍中。 
フジテレビアナウンサーだった故逸見政孝氏の死去後、ガン闘病の記録を綴った「ガン再発す」を発表。がんを中心にした末期医療の
あり方や、現代医療について警鐘を鳴らし、各地で講演活動を行っている。 
自身も子宮頸がん経験者であることを最近の著書で告白している。 

逸 見 晴 恵 氏 　エッセイスト 

１９８４年に広島大学医学部を卒業し、８８年国立呉病院・中国地方がんセンター精神科医師としてがん患者の精神的ケアに携わり、９１
年米国スロンケタリングがんセンター記念病院でがん患者の精神的ケアについて研修。９３年広島大学医学部神経精神医学教室に
転任し、がん患者のクオリティオブライフ（生活の質、生命の質）に関する医学教育に従事。９５年国立がんセンター研究所支所精神腫
瘍学研究部の創設に携わり、東病院臨床開発センター精神腫瘍学開発部に改組され、現在に至る。専門分野は、がんの診断後に生
じる落ち込みや不安のケアである。９６年国際サイコオンコロジー学会から若手研究員賞、２００６年Bernard　Fox記念賞。現在、サイ
コオンコロジー学会代表世話人。 

内 富 庸 介 氏　日本サイコオンコロジー学会代表世話人、国立がんセンター東病院臨床開発センター精神腫瘍学開発部 

昭和５０年広島大学医学部卒業後、広島大学医学部附属病院、広島赤十字・原爆病院、放射線医学総合研究所、広島総合病院など
で放射線治療医としてがん治療に従事。平成５年より「緩和ケアを考える会・広島」の会長として緩和ケアの活動に取り組む。 
平成１２年国立病院呉医療センター緩和ケア病棟を立ち上げ、平成１５年県立広島病院内に設置された広島県緩和ケア支援センター
開設準備室に赴任。平成１６年９月から広島県緩和ケア支援センターの運用に従事している。 
日本緩和医療学会常任理事、日本死の臨床研究会世話人、日本死の臨床研究会中国・四国支部長などを務める。 

本 家 好 文 氏 　広島県緩和ケア支援センター長／県立広島病院緩和ケア科部長 

１９９１年入社。東北総局、医療情報部などを経て、２０００年より社会保障部で医療・介護保険を中心に担当。２００２年５月に乳がんが見
つかり、０３年４月から闘病体験による医療コラム「患者の視点　記者の視点」を同紙朝刊でスタート。欧NPOの「Cancer 
Enlightenment ２００４ Special Award」等を受賞し、「がんと私」に改名して現在も患者の視点でがん対策への提言を続ける。また、厚
生労働省の「がん対策推進協議会」「手術に係る施設基準に関する分科会」、国立がんセンターの「がん対策情報センター運営評議
会」などの委員も務めている。 

本 田 麻由美 氏 　読売新聞東京本社社会保障部記者 

平成 ８年４月 厚生省大臣官房厚生科学課 
平成 ９年４月 環境庁環境保健部環境安全課環境リスク評価室 
平成１１年７月 厚生省保健医療局疾病対策課臓器移植対策室 
平成１３年８月 厚生労働省医政局医事課試験免許室 
平成１５年８月 佐賀県厚生部健康増進課 
平成１８年４月 佐賀県健康福祉本部佐賀中部保健福祉事務所 
平成１９年５月 厚生労働省健康局総務課がん対策推進室 

木 村 慎 吾 氏 　 厚生労働省健康局総務課 がん対策推進室  室長補佐 
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浜 中  和 子 氏［第３回がん患者大集会 実行委員長］ 
名誉大会長　田 原  榮 一 氏 ［財団法人 広島がんセミナー理事長］ 
ご  来  賓　　 柳 澤  伯 夫 氏 ［厚生労働大臣］ 
ご  来  賓　　 迫 井  正 深 氏 ［広島県福祉保健部 部長］ 
がん患者と家族の思いを伝えよう 
　荒 金  幸 子 氏 ［呉共済病院 在宅医療指導管理室 師長］　 
　川 守 田  裕 司 氏 ［岩手にホスピス設置を願う会 代表］ 
　逸 見  晴 恵 氏 ［エッセイスト］ 
　中 島  英 子 氏 ［胃がん患者］ 
がんになっても幸せな毎日を送るために 
「がんと心のケア：希望を支えるサイコオンコロジーの取り組み」 
　内 富  庸 介 氏 
　［日本サイコオンコロジー学会代表世話人 国立がんセンター東病院臨床開発センター精神腫瘍学開発部］ 
「緩和ケアの広がりをめざして」～広島県緩和ケア支援センターの取り組み～ 
　本 家  好 文 氏 ［広島県緩和ケア支援センター］ 
 
 
 
がん患者の心と体の痛み 
コーディネーター　伊 藤  一 亘 氏 ［中国新聞社 ］ 
　川 守 田  裕 司  氏 ［岩手にホスピス設置を願う会 代表］ 
　横 山  光 恒 氏 ［会社員　悪性軟部腫瘍患者］ 
　木 村  慎 吾 氏 ［厚生労働省健康局総務課がん対策推進室 室長補佐］ 
　石 口  房 子 氏 ［YMCA訪問看護ステーション・ピース所長］ 
　栗 原  幸 江 氏 ［静岡がんセンター緩和医療科心理療法士］ 
　毛 利  祐 子 氏 ［がん心のケアの会代表（乳がん体験者）］ 
俵  萠 子 氏［がん患者団体支援機構 理事長］ 
 

あどＲｕｎ太 氏の歌 「笑おうよ！」 
本田麻由美 氏（厚生労働省がん対策推進協議会委員）より報告 

［出演順］ 

総合司会　松原  みゆき［日本赤十字広島看護大学 准教授］ 

プ ロ グ ラ ム 内 容  

出 演 者  


